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【研究ノート】

ハイブリッド社会論の視座
─モノ、ヒト、コトのハイブリッド化のとらえ方─

栗原　　孝

はじめに

　IT、AI、ロボット、遺伝子工学、新素材・技術の開発等が社会を大きく変

えつつある。自然、人間、諸活動の様式やルール（=社会的事象）などが、

これまで以上に、それらが持っていた境界を越えて、組み合わされ、ハイブ

リッドな関係を持って作られる動きがある。仮にこのように作り出される自

然・物、人間、社会的事象を、それぞれモノ、ヒト、コトと呼ぶとすると、

社会は、ますますこのモノ、ヒト、コトを要素に含んで構成されるようにな

る。そこでは特に、科学・工学の展開によって作り出されるモノが、社会を

構成する要素として欠かせない位置を占めるようになっている。それゆえ、

この動きをとらえるには、社会を、これまでの社会学のように「人と人の関

係」として対象化するのではなく、「ヒトとモノのつながりと、そのつなが

りによって構成されるコトとの出会いによって生まれるもの」ととらえるこ

とが必要となる。それだけでなく、モノ、ヒト、コトそのものがハイブリッ

ド化する、そして、ハイブリッド化することを通して相互に境界を越えて、

モノ化、ヒト化、コト化する姿に着目することが必要となると考える。

　本稿ではこの考えを次のような手順で明らかにする。まず、多様に展開さ

れている「ハイブリッド化」の動きを概観してハイブリッド化についての視

点を定める。次に、社会は元来ハイブリッドな構成体であるという視点から

社会の歴史を整理し、その歴史の中に、モノ、ヒト、コトの境界を越える新

たな動きとして、現在のハイブリッド化を位置づける。そして、ハイブリッ



48　　国際関係紀要　第 28巻　第 2号

ド化によるモノ、ヒト、コトの変化の特徴を示し、起こりうる問題を含めて

ハイブリッド社会をとらえる視座を示す。

第 1節　ハイブリッド論の流れとヘテロジェニティ

＜ハイブリッドと純粋性＞

　はじめに、ハイブリッド化をめぐる議論を通してハイブリッド化の意味を

押さえ、ハイブリッド化に対する認識が孕む問題を考え、それに対するハイ

ブリッド社会論の視点を措定することにする。

　ハイブリッドという用語は、元来動物種間の雑種、植物種間の雑種の意で

用いられたが、いろいろな分野に転用されるようになった。それぞれの分野

において、ハイブリッドなものについての評価は異なる。またその歴史もあ

る。そこに共通する特徴を見いだすことは難しく単純化のそしりを免れ難い

が、あえて整理してみる。そのポイントとして、まずハイブリッドなものと

純粋なものという軸を措定する。

　生物界においては、純粋種を貴重なものとして保護する考えがある。絶滅

危惧種の保護、在来種の保護、原種の保存などの扱いや、純粋種が高価な商

品として取引される現象がある。他方、自然環境の中で生まれた「雑種」の

特性に価値を見いだして改良してきた歴史がある。さらに現在は、悪環境で

の作物栽培、病虫害対策、環境変化への対応を図るために、あるいは、新し

い品種、珍しい品種の商品化を目指して、積極的にハイブリッドなものを作

り出している。

　人種・民族の分野では、純粋であることを良しとし、混血を蔑み差別す

る、さらに排除する長い歴史があった 1）。それは、現在の世界においても根

強くある。そこには、先住した人たちか、移植者か、誰が統治支配したか、

その歴史の中でどのようなハイブリッド化が起こったのか、制限されたの

か、その結果支配・被支配の関係はどう変わったのか、といった社会構成の

変化と人々の位置づけが複雑に絡む事情がある 2）。しかし、こうした歴史の
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中で、ハイブリッドは、複数の文化や社会関係を持ち、新しい可能性を孕ん

でいるという、ポジティブな評価も生まれている 3）。共生社会の考えにそれ

が現れている 4）。

　さらにハイブリッド化は、文化の分野で展開されている。グローバル化、

情報化とともに、思想、宗教、音楽、絵画、演劇、マンガ、アニメ、ファッ

ション、料理、さらに広く、生活スタイルとそれを構成するもろもろの品物

など、様々な領域で文化移入、取り入れが行われ、多くのハイブリッドなも

のが作り出されている 5）。他方で、それぞれの土地固有の、伝統的な、本来

の、などとされる文化を保存・保護する動きも、世界文化遺産、伝統的芸能

や作品だけでなく、技能、それを身につけ伝える人を含めて、国宝・文化財

としての指定、保護が行われている。

　そして、現在の IT化、IOT化、ロボット化、AIの活用、遺伝子工学が進

む分野でのハイブリッド化である。この分野の特徴は、ハイブリッドをはじ

めからポジティブに評価し、意図して作り出そうとすることである。何をい

かにして作り出すかを工夫することが目指される。他方、ハイブリッド化の

問題点が、自然の本来の姿や人間の尊厳、純粋などを守るという視点から指

摘されている。

　以上、ハイブリッドなものへの姿勢、評価は、純粋なものとの関係を軸に

行われていることが分かる。それに止まらず、ハイブリッドなものへの積

極的な評価と純粋なものの保護の考えが併存、共存するだけでなく、ハイブ

リッドへのポジティブなとらえかたが強まってきており、人種・民族の分野

においてもそれが見られることに注目できよう。

　しかし、ハイブリッドを、純粋なものとの対比軸だけでとらえて良いのだ

ろうか。現在の科学・工学におけるハイブリッド化、ここに生物界のハイブ

リッド化も含まれるが、これには問題が指摘されていることも確かである。

ハイブリッドを対象とするには、この問題点への視点が無くてはならないで

あろう。ではその視点とはどういうものか。
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＜ハイブリッドとヘテロジェニティ＞

　その糸口は、人種・民族の分野での議論にある。この分野では、ヘテロ

ジェニティ（heterogeneity）という用語も用いられてきた。ハイブリッドと

同義で用いられることもあるが、そうでは無く、むしろ積極的に目を向ける

べきとの考えがある 6）。というのも、ヘテロジェニティは異類混交という意

味だけで無く、不均質、異性分という意味を持つからである。ハイブリッド

は、異種混交に止まらず、さらに異種混合体として一体になっている・統合

されている、との意味を持つ。それが、ハイブリッド社会が、多文化共生、

多文化間の調和する社会として理解される由縁である。これに対して、ヘテ

ロジェニティはまとまりをもたない状態をもたらしうる要素である。この点

に着目すべきと考える。

　ヘテロジェニティには、三つのパターンが考えられるであろう。一つは、

ハイブリッドなものが作り出される際に、既知であるが、排除される、吸

収、混合されないものである。これらの吸収、混合されなかった要素は、新

たなハイブリッドが構成される際に、その要素となるか、異質なものとして

存在し続けるか、消え去ると考えられる。例としては、畑地や庭の雑草、人

種差別が続く社会での被差別者、見過ごされている文化的要素を挙げられよ

う。二つ目は、現在あるかもしれないが未知のものである。生物界、人種・

民族の分野、文化のそれぞれの分野での、新たな、生物種、越境者、文化要

素などにあたる。三つ目は、これがこれから重要度を増すと考えられるが、

新しく作られたもの、生まれたものが、既存のもの、もしくは同じく新しく

作られるもの、生まれるもの、と出会うことによって生まれる、可能態とし

ての未知のものである。これは論理的に想定されるもので、実際には二つ目

のパターンとの判別が難しい。文化の分野では、新しい文化のハイブリッド

がさらに新奇な、斬新なものを生み出す可能性である。生物界では新種生物

の発生が考えられるが、それが新たに作り出された物理化学的要因によって

促進された突然変異の結果であるとしても、二つ目のパターンと区別はし難

いのであろう。しかし、この生物界を含めて、科学・工学の分野では新たな
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発見や、それに基づく様々な追究、応用が実現しており、この三つ目のヘテ

ロジェニティの想定が必要であると考える。

　現在、ビッグデータの活用には監視社会の恐怖が、AI、ロボット、サイ

ボーグの展開には人間の社会的位置づけが、遺伝子工学には、人間性や動植

物の功利的利用の是非、食の安全性が、トータルな社会の安全についてはハ

イブリッド攻撃（Hybrid threats）7）等が問題として挙げられている。これら

は過去においては三つ目のパターンであったものが二つ目のパターンとして

現れ、現在では一つ目のパターンとしてハイブリッド化が問われているヘテ

ロジェニティへの対応であると言える。実際に、これらに対しては、有効性

と安全性の確保が並行して議論され、安全基準、ルール、倫理規定、防衛・

安全対策などが求められる。そこでは、例えば遺伝子組み換え作物のよう

に、こうした不安や批判が必ずしも正当ではないという指摘や 8）。出生前診

断による男女の産み分けのように、自由に任せるべしとの意見もある 9）。ハ

イブリッド化による統合とヘテロジェニティの残存の可能性がここに現れ

ている。しかし、安全基準、ルール、倫理規定ができハイブリッド化（=統

合）されたとしも、それでは防ぎきれない、いわゆる想定外の問題が起こり

うるという不安、認識があることも事実であろう。それが第二、第三のヘテ

ロジェニティを想定して対象化することの意義である。

第 2節　ハイブリッドとしての社会の歴史

＜自然・自然観の歴史的多様性＞

　ところで、ハイブリッド化は以上のような特定の分野で起こる現象なので

あろうか。本稿は、そうではなく、そもそも社会とは、自然・物、人間、行

為様式・制度など諸々の要素の組み合わせ・つながり＝ハイブリッドな構成

体であるという視点に立つ。この意味を、次に示すことにする。

　まず、社会は、人（＝行為者）を構成要素とする、人と人の関係の構成体

ではなく、物（自然、人工物）も構成要素とする、人と物の関係、その事象
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の構成体である。わかりやすく言えば、物を介さずに、あるいは物とのつな

がりの無い、さらに物がない環境で成り立つ人と人の関係は無く、その物と

人の関係が、いわゆる社会事象＝行為様式、制度等の事として現れるという

ことである。そして現在、物は社会的、人為的に作られるモノとして、その

姿を急速に変えつつあり、その意義が大きくなっている。モノが、さらにモ

ノとモノが高度なハイブリッドとして作られる。人も改良され、モノとのハ

イブリッドとしてのヒトとなっていく。社会的事物も同様に、これらのモノ

とヒトによって成り立つコトとしてあり方を変えてきている。この姿をとら

えることが求められる。

　以上の考えを基礎づけるために、自然・物が歴史的にどのように捉えら

れてきたのか、そして現在はどのようになりつつあるかについて、Thimoty 

W.Lukeの説に依りつつ整理したい 10）。

　Lukeは、サイバースペースについて論じる中で、自然の複数の捉え方を

示している。すなわち、物質的な環境としての第一の自然、人間が農業、工

業を通して技術的工夫によって作り出す人工的な第二の自然、情報化によっ

て、デジタル化されて作られるハイパーリアルな第三の自然、そして生命体

の遺伝子構造が遺伝子情報に変形され、人間、動植物の人工生命が作られる

ポスト・人類（post-anthropogenetic）の第四の自然である。

　第一の自然は、様々な土地で特定されるもので、それが地球上の生物、環

境、地理についての見え方・考え方（scape）を作り出す。大地や水や空が

生物や地理を見る基本要素として位置づけられる。自然の力は人間の生活に

影響する、自然はそもそも人間が作れるものではない、とされる。

　だが、人間は自らの活動を通してこの自然を変えてゆく。それが第二の自

然につながる。

　第二の自然は人工的自然である。ここでは人為的領域が重要性を増す。特

に近代の自然科学、資本主義、工業の時代において、物質的土台はますます

社会的に生産されたものとなる。それは、テリトリー（領土や分野）、社会、

民族についての見え方・考え方に現われる。そして自然は、原子のレベルで
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の人為的な操作によって再構成される事柄として考えられるようになる。

　第三の自然は、情報によるサイバー領域・遠隔領域におけるものである。

サイバー、情報、メディアについての見え方・考え方にその姿が想定され

る。自然は、これも人為的領域として、しかし原子よりもむしろビット、す

なわち情報の最小単位によって作られるものとなる。

　そして第四の自然においては、自己複製、自己変異する可能性を持つポス

トサイボーグシステムを含むシステムが作り出される。ここでは、第一の自

然の、自然と人の制限を越える歴史が始まる。

　以上、自然は複数の姿をもって現れている。そして現在われわれは、第三

の自然、第四の自然の空間へと歩みを進めているのである。

＜社会のハイブリッド性の変遷＞

　この、Lukeの示す自然・物と人の関わりの姿とその変化は、社会のハイ

ブリッドの姿とその編成の変化を示すものととらえることができる。以下、

説明しよう。

　第一の自然の中で生活する人間は、自然に内在する・自然に抱かれた状態

であり、ここにおいて生まれた宗教的感性は、自然の霊や神に抱かれるとい

うものであろう。人間は自然を、身体を通して感知し、身体の中に自然を持

ち、霊的なもの・神をも身体を通して感じ、身体を以て宿らせ、あるいは恐

れ、排除しようとした。また、生き物を捕獲・採集し、描き、物を作り、霊

的なもの・神に捧げた。自然、人間、霊や神（＝文化）は一体としてあり、

人間の生活、社会はこの一体＝ハイブリッドな構成体としてあったと考えら

れる。そしてここでは、ヘテロジェニティは異界、魔界として扱われた。こ

の第一の自然の例として、日本における自然と霊的なものとの関係、その文

化的蓄積、感性、精神性を挙げることができよう 11）。

　やがて自然への人為的関わりとともに、霊的なもの・神の体系化、共同体

の形成、象徴化、カテゴリー化、純粋へのこだわりが生まれる。とともに、

異形について、排除、キメラのような異種の組み合わせといった特殊な扱い
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が行われることになる。この純粋なものへのこだわりは、次の第二の自然の

姿に見られる「境界」の設定へとつながるものであったといえよう。近代

は、まさに自然、神を対象化し、距離を取り、社会を自らの手で作り出そう

とすることによって特徴づけられる。自然、人間、文化が分断され、社会も

独立して対象化されるようになり、専門分化した自然諸科学、社会諸科学、

人文諸学によって扱われることとなった。分類、分析、専門分化、個性化を

促進した時代である。アイデンティティ、領土、国境などの「境界」を設

け、そのために差異を際立たせた 12）。自然と人間、そして文化が相即の関

係にあることに変わりは無かったはずであるが、アプローチや認識の分化が

「境界」を定め、その関係の総体を捉え難くしたのである。

　しかし、20世紀半ばともなると、専門分化の限界が認識され学際性が求

められるようになった。それは第三の自然が作り出される流れとともにあっ

たと言える。第三の自然において特徴的なのは、区分され境界づけられた自

然・物、人が、互いに相補するだけで無く内的に相互に入り組んでいること

が認識されてきたことである。宇宙、地球、気象、生命、人間、動植物等々

について細かく、深く追究するにつれて、その関係や動きが明らかにされ

た。例えば、人間の営みが地球の長期的な変化を生み出し、気象や動植物の

変化に深くつながっていること、人体がマイクロバイオームによって生かさ

れていることをはじめ、体内に何を取り込むか、周囲の環境から受ける刺激

によって体内にどのような変化が起こるか、心理にいかなる影響を及ぼすか

などが、知られるようになった。第一の自然の中での生活での自然と身体と

文化の相即という状態において、身体で自然や霊的・神的なものを感知し、

身体が自然を内在させたことを、視点と方法を異にして、生理学的、心理学

的に解明し得るようになったのである。また、地球環境破壊のような（ちな

みにこれは、第二の自然におけるヘテロジェニティの一つの現れであるが）、

自然の摂理、地理、経済活動おける資源・エネルギーの生産と消費、その経

済の上に成り立つ生活スタイルや文化などが総合的に関わる問題は、社会を

様々な関係の中に置いて複眼的に考えなくてはならなくなったことを知らし
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めた。まさに新たなハイブリッドの形をもった構成体として、社会をとらえ

なくてはならなくなっているのである。

　このハイブリッドな社会を構成する要素が、新しい次元で、現在の能力を

超える姿で総合されるのが、第四の自然である。人工知能が高度に発達し、

遺伝子工学の成果を併せて人工生命が作り出される。第一の自然における自

然と作られた自然の区別が付かなくなる。人と人工知能が一体となる。ここ

では、自然と人と、作り出されたモノとヒトとコトが統合されるハイブリッ

ド社会が構想される。

　以上、Lukeのサーバースペースによる自然の多様化の考えを基にして、

社会のハイブリッド性の違いを見てきたが、最初に挙げた物、人、事とモ

ノ、ヒト、コトの視点から、社会のハイブリッド性の違いを以下に簡単に整

理しておく。内容については、次節以降でさらに説明することとする。　

自然の多様性とハイブリット社会の構成要素間の関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆者作成

第一の自然 物─人─事 相即・統合関係
第二の自然 モノ /物　ヒト /人　コト /事 境界化 /物・人・事のモノ・ヒト・コト化

第三の自然 モノ /物─ヒト /人─コト /事
脱境界化 /モノ・ヒト・コトと物・人・事
の関係の再構築

第四の自然 モノ─ヒト─コト モノ・ヒト・コトの相即・統合関係

第 3節　モノ・ヒト・コトの境界を越える動きとハイブリッド化

＜モノ、ヒト、コトのハイブリッド化の進行＞

　第三の自然の世界は着実に進行している。ではその状況をどのように把握

すれば良いのか。ここでは、すでに挙げたように、この現在の動きが「境

界」を越える、再編する、新しい境界を形成するという視点に立って、モ

ノ、ヒト、コトのハイブリッド化がどのように進むのかをとらえることにし
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たい。　

　まず、モノ、ヒト、コトについて、これまで物、人、事の人為的に作り出

されたものとしてきたが、これからの議論の始点として、次の基本的理解を

示しておく。

　すなわち、（1）モノをモノならしめるのは、マテリアルとモノとしてのア

イデンティファイである。（2）ヒトをヒトならしめるのは、生命とヒトとし

てのアイデンティファイである。（3）コトをコトならしめるのは、現象、動

作、考えなどのまとまりとコトとしてのアイデンティファイである。

　きわめて抽象的なとらえ方であるが、このような幅を持って考えることが

必要になっているのが、現在の状況であると考える。前節で挙げた自然の多

様性の理解を基にして、第三の自然の現在を、以下に説明しよう。

　第三の自然では、モノ、ヒト、コトは次のように作られている。（1）モノ

は、その固定性よりも他の物質との出会い、温度、圧力などの環境要因の違

いによって現れる変化やその特性に注目し、その性質を組み合わせることに

よって具体的なモノとして作られる。それは物理学、化学それぞれの分野に

おいてだけでなく、物理学と化学の境界を越えた領域で行われる。具体的な

モノは、新素材のように、特定の性質を持つことを目指して、要素の配分、

組み合わせによって作られる。そして、その新素材は、さらに他のモノの

部分として組み合わされ、活用される。動植物についても、生物物理学 13）、

生体工学 14）、認知科学 15）などの対象として扱われる。生物の身体構造や動

きを学ぶバイオミメティクス 16）、植物の知性を扱う神経生物学 17）のように、

動物とモノ、植物と動物の境界を越える領域での研究とその応用が試みられ

る。（2）ヒトは、生命とは何か、心とは何か、という問いにさらされる。生

命も心も、モノのつながり、コトとしての姿がテーマとなる。そしてそのつ

ながりを具体的に形にして作り出すことが試みられる。身体、生命は、生物

物理学、分子生物学 18）などの対象として扱われ、生体工学、遺伝子工学な

どによってモノとして作りうるものとなる。心は、認知科学、神経科学、脳

科学、認知心理学などによって、モノと情報処理＝コトの両側面から扱われ
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る。そして AIの開発に応用され対比されるものとなる。（3）コトは、モノ

が作られ、そのモノに応じてヒトの作動や行為が変わるのに応じて変わり、

あるいは作り出される。モノにおいてコトは、例えば車の走行のように部

分、部品の個々の作動の連関、機能の連関としてとらえることができるが、

IT、ロボット、AIを要素として用いたモノとモノの作動の連関、さらにコ

トとしてのサービスの、意味のあるつながり、組み合わせとしても捉えられ

る。例えば高度道路交通システム（Intelligent Transport Systems）19）のように、

ナビゲーションシステム、自動制御車、ビッグデータ処理、情報ネットワー

クその他、多くのそれぞれに複合的な領域の研究とその成果の組み合わせに

よって、人が何をなすべきか、すれば良いかのルールも、モノによる制御に

作り変えられる。モノやヒトの動き、その刻々と変化する姿、すなわち機械

や機器の利用の仕方や頻度、これらが作動する状態などが、監視や追尾のシ

ステムによって刻々データとして集められ、コトが順調に進むよう管理され

るようになる。

　そして、このハイブリッドな社会を構成するモノ、ヒト、コトが、現在の

能力を超える姿で総合されるのが、第四の自然である。人工知能が高度に発

達し、遺伝子工学との総合により、生命がモノとして作り出される。自然

とモノの自然の区別が付かなくなるデジタルな自然が生まれるとさえ言われ

る 20）。自然とモノ、人とモノが一体となる。そして第一の自然の自然と人

の制限を越えて、モノとヒトとコトの統合されたハイブリッド社会が生まれ

るとして描かれる。

　以上挙げた、科学・工学の諸領域の内容、そこでの具体的な動きは、極め

て専門的であり、かつ広大な領域を抱えている上に急速に進展している。到

底筆者の能力の及ぶところでは無く、本稿の扱える範囲を遙かに越える。こ

こでは、こうしたハイブリッド化が、モノ、ヒト、コトのあり方にどのよう

な変化をもたらすかという視点から、社会に何をもたらすかを、改めて整理

して考えることにする。
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＜ハイブリッド化のもたらすモノ、ヒト、コトの変化、コト化、相互内包化＞

　モノ、ヒト、コトのハイブリッド化は、モノ、ヒト、コトの境界を越え

て、それぞれを他のカテゴリーに変えるという現象を伴っている。モノにつ

いては、モノの脱モノ化・再モノ化とコト化の再編が起こる。モノが別のモ

ノに置き換えられる、もしくは無くなる、と同時にモノに結びついていたコ

トが再編される。それは、モノとコトのつながりを変えることにもなる。そ

して、実はここにはモノ、ヒト、コトの総体のコト化と、モノとヒトとコト

相互の内包化という現象が起こっていると考えられる。いくつかの例を挙げ

て説明することにしよう。

　例えば本のデジタル化は、本をデジタル機器に置き換える。そして文章を

読むという行為を、デジタル機器を用いて行う行為へと、行為の様式を変え

て置き換える。PCやスマートフォンと ITを用いたホームオフィス、ネット

会議は、仕事、作業を残し、自宅や、場所はどこであるかを問わない行為に

置き換える。オフィス、会議室を不要とする。と同時に仕事の様式、仕方を

変える。仮想通貨は、売買・取引という行為を残し、通貨を暗号化すること

により物質的通貨を不要とし、さらに国家の保証を不要とする。そして、売

買・取引を行う行為の様式、仕方を変える。

　デジタル化は、仮想通貨においてはモノのコト化であり、コトの再コト化

である。他の二例においては再モノ化であり、また、行為、その様式など

が、用いる機器に沿った行為、その様式などに変わる。再コト化でもある。

　この再コト化は、ヒトも変える。これは、そこに介在するモノによって引

き起こされる変化でもある。デジタル書籍で本を読む行為は、文章を読む

スタイルを変えるだけでなく読み方を変える。また、電子機器がヒトの目、

手、姿勢など身体に及ぼす影響と本の読み方が及ぼす内容理解、思考するこ

と、その他の心理学的影響、脳への影響などが報告されている 21）。これは

スマートフォンや PCの過度な使用についても同様である。

　コトのモノ化は一層多く見られる。前述のように、仕事の機械化は基本的

にコトのモノ化である。機械はヒトの一連の動作、作業、すなわち仕事＝コ
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トを行うように、すなわちコトを内包するように作られたが、それがロボッ

トとなり、さらにコンピュータ制御され、ITによりネットワークされるよ

うになった。家庭の電気機器、職場の事務機器、交通手段等々、人間の行動

がモノによって置き換えられる。日常の生活行動を監視しデータを送る家電

製品もある。先述の高度道路交通システムもその例である。そしてそれに応

じてヒトの行為、その様式は変わる。IT、さらに、AIなどの活用によって

無くなる仕事がある一方、様々な新しい仕事が生まれることが推測されてい

る。さらに職場の仕事の仕方から職業、業種、産業の再編にいたるまでの変

化が予測されている 22）。

　ヒトの再ヒト化も起こる。これは再モノ化、再コト化を通して起こる。身

体の各部分を医療機器で補う、入れ替える。これには機械的なモノ、有機的

なモノがあるが、機械的なモノの場合、コンピュータ制御の機器が開発さ

れ、さらにネット接続することが考えられている。サイボーグ化の過程であ

る。有機的なモノは前述の生体工学、遺伝子工学などによって進められる。

心というコトの側面も、すでにモノのコト化、コトのモノ化で指摘したよう

な、モノ、ヒト、コトの環境への対応による行為様式の変化の他に、自らの

身体が作りかえられることに対する様々な思いを通して自己認識が変わる。

さらに、サイボーグ化の過程で問題となるだろう、ヒトを越える可能性を持

つとも言われる 23）、脳へのマイクロチップの埋め込みは、心にも大きな変

化をもたらしうる。

　モノのヒト化も進む。物や現象を擬人化することは第一の自然においても

あったが、今では、簡単な会話をする動物型のぬいぐるみや自動作動する

掃除機などが名付けられ、生活に溶け込んでいる。これは擬人化の例であ

るが、AIを組み込んだヒト型ロボット =アンドロイドは、擬人化を越えて、

限りなくヒトに近くなる可能性を持つ 24）。

　そして、大きな変化として想定されるのが、モノとモノのつながりがコト

化することである。ここでは日本政府が掲げる、AIと IOTを活用するスマー

ト化を挙げるのが妥当であろう。これは、動物を含むモノだけでなく、ヒ
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ト、コトを IT、そして AIを、サイバースペースでつなぐ構想である。ここ

では個人、生活、教育、都市、商業、産業などあらゆる領域で IOTを用い

て問題を解決しうる未来がデザインされる。モノ、ヒト、コトのハイブリッ

ドが、トータルなハイブリッド社会の構想＝物語＝コトとして描かれる 25）。

　遺伝子工学におけるゲノム編集は、人の医療から植物、動物の品種改良に

わたって応用されている。これらは、動植物では再モノ化、人の場合は再モ

ノ化であり再ヒト化であるといえようが、特定の能力や特性を持つこと、さ

らにそれを強化したり付加することを目的に作られる場合、その再モノ化、

再ヒト化は、コトをモノ化して内包するという側面を持つ。例えば除草剤へ

の耐性や害虫への抵抗性を持つ植物は、雑草、害虫から植物を守る作業（＝

コト）を特性として組み込んだモノ化である。予防措置としての遺伝子治療

も将来起こりうる医療、介護、生活すべてについて想定される一連の作業、

行動、サービス、制度などのコトのまとまりを、事前に回避するためのモノ

化と言うことができる。さらに望ましい外見、能力を持つための遺伝子のデ

ザインは、願い・夢という物語＝コトのモノ化を目指すことに他ならない。

そしてこれらは、翻って、モノをコトの実現のために作るという営為＝コト

でもある。

　気候工学（geoengineering）26）においては、気象のコントロール、地球規模

での生態系の維持など、大きな課題への取り組みが行われている。複雑な自

然現象の解明と、それを通じた問題の解決は、まさに人類の願いであり、夢

である。第一の自然においては神の業であったコトが、いまやモノを通し

て、ヒトがしなくてはならない、なせる可能性を持った技＝仕事＝コトとな

りつつある。

　以上のようなコトのモノ化、モノのコト化は、これまでも行われてきたこ

とであり、それ自体は新しくはないが、現在のそれは、その広さと深さが次

元を越えて構想され、可能性が開かれてきているという点で大きく異なる。

モノ、ヒト、コトは、それが元来何であるのか、本質は何かが、由来や原点

に求められるのではなく、理論とその応用を通して創造されていくものであ



ハイブリッド社会論の視座─モノ、ヒト、コトのハイブリッド化のとらえ方─　　61

るとされる。まとまりを持ったハイブリッドの統合体を結実させることが目

指されているのである。これは、モノ、ヒト、コトが総体としてコト化して

いくことであるととらえられよう。

　そしてここに、相互の内包化の進行・深化を認識することが重要である。

内包化については、すでに除草剤や遺伝子治療について指摘したことである

が、モノ化、ヒト化、コト化として説明してきた過程は、モノにコトを、ヒ

トにモノを、またそれらの逆を、そしてさらにコトにモノとヒトを組み込

む、すなわち内包化させる過程でもある。実はこれは、第一の自然からはじ

まっている。例えば道具は、ある作業＝事をするために、それまでの一連の

動作のまとまりに変えて、新しい一連の動作のまとまりを可能とするよう作

られる。すなわち、その道具で無くてはできない事を内包するのである。そ

して道具を用いて作業をうまく進めるために行為は様式化＝コトとしての純

粋化が起こる。さらにこの純粋化されたコトは、道具とそれを使いこなす人

の身体と思考を作り出す。これは第二の自然での機械や、第三の自然におけ

る、AIや IOTの活用でも同じであるが、ここでは、汎用性の高い機械と特

殊・個別の用途に特化した機械・モノと、ヒト、コトの内包関係が複雑に作

られる。先述のゲノム編集による除草剤や遺伝子治療の開発のように、新し

い領域で、極小のレベルで進められる。このモノ、ヒト、コトの相互の内包

関係の深化は、まさにハイブリッド化の姿であり、第三の自然ではそれが高

度に進んでいるのである。

第 4節　ハイブリッド社会をどうとらえるか：

＜理想とされるハイブリッド社会とリアルなハイブリッド社会について＞

　以上、第三の自然が開く社会の姿と、そこでのモノ、ヒト、コトの変化を

概観した。では、本稿で示したいハイブリッド社会論は、こうした第三の自

然の社会をとらえるものであろうか。そうではない。ましてや、第四の自然

におけるハイブリッドの完成体を語るものではない。第一の自然、第二の自
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然、第三の自然、そして第四の自然が語られることが併存する、現実の社会

である。サイバースペース、AI、遺伝子工学などが繰り広げる第三の自然

のインパクトは大きく、その展開は急速であるが、それだけではとらえられ

ないのがリアルな社会である。ハイブリッド社会論が対象とするのは、人為

的な介入が引き起こした地球環境の破壊のような、意図せざる影響を受けて

いる第一の自然、そしてそれをもたらした第二の自然、その問題に対処しよ

うとする第三の自然、さらにその延長上に開かれようとしている第四の自然

が、同時に存在して構成する社会である。

　リアルなハイブリッド社会ではどのようなことが起こるのであろうか。ハ

イブリッドの構成要素であるモノ、ヒト、コトの経年変化が生じる。故障

する・修理する・古くなる・旧態化する・交換する、入れ替える、病気をす

る・けがをする・治療する・再教育する・引退する・新人と交代する、修正

する・改定する・時代遅れになる・新たに計画し制定する、などの対応が図

られる。これは前述の三つの自然のそれぞれにおいて見いだしうる経過であ

る。そして、ここには、力関係や利害の衝突、格差や差別が生まれる。それ

だけでなく、投入されるモノ、ヒト、コト同士にも、また、物、人、事と

の間にも、既知のヘテロジェニティと未知のヘテロジェニティの出会いがあ

る。

　こうした状態を改善し、さらにより良くしようとするのが、システム工学

的発想に立つ社会論、IOTと AIを駆使するスマート化の議論、シンギュラ

リティ論、さらに第四の自然にもとづくデジタルネイチャー論であろう。そ

れ故、それらが追究するモノ、ヒト、コトのそれぞれが、ハイブリッドな純

粋形を指向するものとなる。従来つながりが無かった、あるいは見えなかっ

た要素を、いかに上手くハイブリッド化しうるか・するか、すなわち、つな

ぎ、組み合わせうるか、その結果、いかに対象をシステムとして効率的に管

理・運営できるかを目指す。ここではハイブリッドなものは適合的な合成体

でなくてはならない。要素同士のカップリング・適合的組み合わせが成否の

鍵となるのである。
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　しかし、そのために要素を選定することが求められる。この要素の選定は

事前であれば、必要な要素を限定することになる。一方、要素を事前に選定

するのではなく、現象の中から得られる大量なデータの解析によって現わせ

しめようとする場合でも、それはその時点での最大限のデータであり、予測

を含ませて対応すべく処理しても、次の時点での状態を完全に保証するもの

ではない。常に残される部分がありうる。そこに必然的にヘテロジェニティ

が残る。それだけでなく、生み出される可能性があるのである。

　これらのヘテロジェニティについて、ハイブリッドの純粋形を目指す議論

では、あってはならないもの、無くすべきもの、当面無関係なものとして扱

われることになる。描かれる、説かれるのは、それぞれの個別の領域での可

能性を延長した先にある問題の無い姿である。個々の領域を越えて他の領域

との関係やハイブリッド化を考えるとしても同じで、そこにあるのは既知、

未知のヘテロジェニティとの調和のとれた関係を持たせなくてはならないと

いう、統合されたハイブリッド化への思いであり、ヘテロジェニティそのも

のを無くすことではない。

　このヘテロジェニティの存在の第一の要因は、アナログの世界はデジタル

によっては完全には作り出されないであろうし、残るであろうということに

ある。第一の自然は、第二、第三の自然によって完全に置き換えられたり、

消滅させられることはないであろう。モノは物との出会いを避けられない。

アナログなものとデジタルなもののハイブリッドとして社会がつくられたと

しても、その総体はアナログな、リアルな世界の中にある。モノにより人が

凌駕されても、モノと自然の見分けがつかなくなっても、第一の自然が無く

なるわけではない。さらに新たな自然が積み重ねられ、ヘテロジェニティが

生まれる可能性が広まると考えるべきであろう。それは、密林、凍土、地

底、深海、宇宙空間であるかもしれない。人間の腸内、脳内でもありうる。

リアルなハイブリッド社会は、問題の解決に向けて新たなモノ、ヒト、コト

を作り出すことを通して、新たな次元でのヘテロジェニティと、それが孕む

新しい可能性と問題を生み出す社会でもある。
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＜ハイブリッド化とヘテロジェニティ化の並行について＞

　モノ、ヒト、コトのハイブリッド化の進行についてどうとらえるか。まと

めておこう。

　社会はモノ、ヒト、コトのハイブリッドな構成体であり、現在、その構成

要素としてのモノ、ヒト、コトそれ自体が、これまでとは異なる次元でハ

イブリッド化されている。それが、モノのコト化、コトのモノ化、ヒトのモ

ノ化、モノのヒト化などの新しい展開をもたらし、それを通して、モノ、ヒ

ト、コトの総体がコト化されて行く動きがある、また、モノ、ヒト、コトの

相互内包関係が、サイバースペース、AI、IOT、遺伝子工学より得られる構

成要素と、それらの関係を踏まえて構想されるものとなって行く。しかし、

リアルなハイブリッド社会は第三の自然の新しいハイブリッド化の要素だけ

で構成されているのではない。第一の自然の物、人、事が構成要素として併

存する。新しいモノのコト化、コトのモノ化、ヒトのモノ化、モノのヒト化

など境界を越える動きは、物、人、事、これまでのモノ、ヒト、コトと出会

う機会をもたらす。新旧の構成要素が、古くなる、壊れる、修正される、交

換される、新しく別のものに入れ替えられる。そこに排除、抵抗、維持など

の思いと力の交錯が現れる。そしてそこに新しく加えられる新たなハイブ

リッドなモノ、ヒト、コトによって、新たなヘテロジェニティが生まれ続け

る。それがリアルなハイブリッド社会である。

　以上が、本稿で示してきた、ハイブリッド社会の姿であり、見方である。

この視点に立って現在進んでいるハイブリッド化の動きをとらえるのが、ハ

イブリッド社会論の課題である。しかし、それだけではない。このリアルな

ハリッド社会を対象とする際に念頭に置くべきこととして、さらに次の二点

を挙げておきたい。

　まず、モノ、ヒト、コトの出会いが＜個性的＞であるということである。

モノがモノとして意味を持つのは、ヒトがコトのためにモノとつながること

によってである。他方、ヒトはモノと出会い、モノとの関係を介してヒトと

なる。この関係のあり方が、特定のモノやヒトに個性を与える。モノとヒト
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の出会いは毎回が異なり、その都度モノ、ヒトは個性的な出会いをする。こ

れはモノとモノ、ヒトとヒトでも同じである。例えば、規格品として製造さ

れたモノでも、規格内で許される差異、初期不良に見られるように、そもそ

も作られたはじめから個性的なのだが、それがどのようなモノに囲まれて置

かれるか、使われるか、どのようなヒトにどのように使われるかによって、

個性が作られてゆく。ヒトも同じように、どのようなモノに囲まれて過ごす

か、どのように使うかによって、またどのようなヒトに囲まれ、どのような

付き合いをするかによって、モノとの個性的な関係、ヒトとの個性的な関係

を持ち、自己の個性が作られる。そして、コトはこれらの関係の原因、理由

としてあり、そして経過を通して作られる。さらにコトは、それが恒常的で

あるとされていても、常に個性的に実現されている。第三の自然、第四の自

然は、工学的に同質なもの、同一なものの遍在を想定し、意図してもいる

が、リアルな社会の出会いは、それらを個性化するのである。

　もう一点は、この個性的な出会いは＜偶然＞を含むということである。モ

ノとヒトの出会いは、コトとして計画され準備されたものであっても、偶然

を含んでいる。そのような偶然の出会いを含むつながりが社会の特定の場、

時の姿である。モノ、コト、ヒトの出会いを通して出来する出来事が社会の

姿である。そして、この出会いの偶然性が、予期せぬ結果をもたらしうる。

すなわちヘテロジェニティを生み出す可能性を持つ。この、ヘテロジェニ

ティを孕んだハイブリッドな状態、未知のヘテロジェニティをもたらしうる

ハイブリッド化の動態に着目する。それが、ハイブリッド化もたらす新しい

可能性とともに、問題、事態の発生に対処する視点である。

むすび

　本稿は、ハイブリッド社会をとらえるための視座を示すものである。抽象

的な概念的レベルでの整理によって、基本的な視点と論点について要点を示

すことに止まった。とはいえ、社会のハイブリッド性、モノ、ヒト、コトの
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つながりをとらえることの意味、そして、そこでのモノの位置づけを押さえ

ることが、これからのモノ、ヒト、コトのハイブリッド化、それに依って立

つハイブリッド社会をとらえるために重要であることは示せたと考える。よ

り決めの細かな追究、社会への具体的なアプローチのあり方の考察、そして

具体化、これらは、今後の課題としたい。
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